
【事前準備】
□ 資料配布（□ ①～⑧一式）
□ 再生準備（□ 本パワポ資料、□ 動画）
□ プロジェクター

【原稿】
これより講習を開始します。
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ひろしまマイ・タイムライン作成講習会（１回目）

大竹市 危機管理課

２０２１年秋季版

講習対象：大竹市聴覚障害者防災連絡協議会
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配布資料
① パケージ ④ 課題③ 避難場所資料

⑦ ガイドブックの差替

② 講習資料

⑤ 基準変更 ⑧ シートの差替⑥ パッケージの
変更箇所

令和３年５月２０日避難情報変更に伴う追加資料

お手元の資料を確認します。
①～⑧の８点は行き渡っているでしょうか？

スクリーンに表示する講習資料は、「ひろしまマイタイムライン」のパッケージに沿っ
て学習できるよう作成しました。
また、今年５月２０日に避難情報に関する国のルールが変更になりましたので、この
変更に対応した講習内容にしています。

各配布資料を説明します。
①パッケージ

マイタイムライン本体です。
②講習資料

スクリーン表示そのものです。
③避難場所資料

参考として下さい。
④課 題

次回までの宿題です。
追加資料
⑤は、基準変更
⑥は、パッケージの変更箇所
⑦は、ガイドブックの差し替え
⑧は、シートの差し替え
です。
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⑤ 基準変更 ⑥ パッケージの変更箇所

５月２０日に避難情報に関する基準が変更となり、
レベル３・４・５の名称と、考え方が、左側⑤のとおり変わりました。
レベル３は、避難準備・高齢者等避難開始が、高齢者等避難へ
レベル４は、避難勧告・避難指示（緊急）が、避難指示へ
レベル５は、災害発生情報が、緊急安全確保へ
そして、レベル５になる前に、避難を完了することが強調されています。
これに伴い、①パッケージ内の各資料は、右側⑥の箇所を読み替える必要ができま
した。
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⑦ ガイドブックの差替 ⑧ シートの差替

広島県の予算の関係で、①パッケージの更新版はまだつくられておりませんので、
今回は差し替え分を印刷して持ってきました。
ガイドブック後半の差し替え分が、⑦
シートの差し替え分が、⑧となります。
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プログラム

時 刻 項 目 目 的 備 考

10：00 5分 プログラム説明 概要
の理解

資料：市作成パワポ

10：05 30分 ビデオ上映 資料：県動画再生YouTube

10：35 5分 休憩

10：40 15分 ガイドブック解説

防災基礎
の理解

（風水害を知る）
資料：ガイドブック（県PDF)

10：55 5分 休憩

11：00 25分 ガイドブック解説
（マイタイムラインをつくろう）
資料：ガイドブック（県PDF)

資料：市作成パワポ

11:25 5分 休憩

11：30 15分 課題解説
課題作成

要領の理解

各自に提出用シートを配布

実例を基に課題作成を実演

11：50 10分 振り返り・質疑応答

１ 第1回講習 10月19日（火）10：00〜12：00

２ 課題作成 10月20日（水）〜11月1日（月）

課 題 用紙：第1回講習で配布。期限：次回講習会時に持参

プログラムの説明をします。

１ 第１回講習 本日
このあと ビデオ上映、ガイドブック解説、課題解説、振り返り・質疑応答の順に行い
ます。

コロナ対策のため、小刻みに休憩を入れ、換気を行います。

２ 課題作成
各自自宅で作成し、次回講習で結果を持参してください。
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時 刻 項 目 備 考

10：00 30分
課題完成状況の確認
質疑応答

10：30 5分 休憩

10：35 30分 「ひろしまマイ・タイムライン」作成作業

11：05 5分 休憩

11：10 20分 作成状況の確認・共有

11:30 5分 休憩

11：35 25分
講習内容振り返り
質疑応答

プログラム

３ 第２回講習 11月2日（火）10：00〜12：00

３ 第２回講習

課題完成状況の確認・質疑応答、「ひろしまマイ・タイムライン」作成作業、作成
状況の確認・共有、講習内容振り返り・質疑応答
を行います。

コロナ対策のため、小刻みに休憩を入れ、換気を行います。
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ひろしまマイ・タイムライン作成講習会

第１回 講習

到達
目標

１ 「ひろしまマイ・タイムライン」

の概要を理解する。

２ 「ひろしまマイ・タイムライン」
の作成に必要な防災の基礎を
理解する。

３ 課題作成要領を理解する。

これより、第1回講習を始めます。

本日の到達目標は、この３つです。

１ 「ひろしまマイ・タイムライン」の概要を理解する。
２ 「ひろしまマイ・タイムライン」の作成に必要な防災の基礎を理解する。
３ 課題作成要領を理解する。
以上です。
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ビデオ上映
再生時間：27’48”

URL:https://www.youtube.com/watch?v=RqQjuWmq0NM&feature=youtu.be

ビデオを上映します。
所要時間は約３０分です。
「ひろしまマイ・タイムライン」の概要を掴んでください。

なお、このビデオは昨年度のものであり、５月２０日の基準変更が反映されていませ
んので、注意して御覧ください。
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休 憩

５分間休憩します。
換気をして下さい。
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ガイドブック解説

ガイドブック Ｐ５ 「風水害を知る」を開けてください。

ガイドブック解説を始めます。

「ひろしまマイ・タイムライン」の作成に必要な防災の基礎を理解して下さい。
ガイドブック５ページを開いて下さい。
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ガイドブック解説

風水害を知る
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●広島県で起こりやすい風水害は、土砂災害・河川の氾濫・高潮の３つです。
土砂災害：山や谷、がけから土砂が押し寄せること
河川の氾濫：川から水があふれること
高潮による氾濫：海から陸地に水が流れ込むこと

●『土砂災害』と『河川の氾濫』は、大雨や豪雨などが原因となり、ほとんどの地域で発
生するおそれがあります。
●『高潮』は台風などが原因となり、主に沿岸部低地帯で発生するおそれがあります。

広島県の地質は？
県土の大半は風化・浸食されやすい花こう岩類（マサ土）であるため、豪雨による土砂
災害が発生しやすい環境です。
（右下）に地質を示す図があります。
大竹も、殆どが赤茶色である「マサ土」にあたります。
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ガイドブック解説 P6-7



土砂災害は、土石流・がけ崩れ・地すべりの３つに分類されます。

土石流発生の仕組みです。
❷雨が降り始める（と）

雨水が地面にしみ込んでいく。
❸さらに、雨が降り続く

山や谷付近が崩れだし、川の水が異常に濁る、流木が混じりだす、山鳴り、地鳴り、
木の腐ったような匂いや土の匂いがするなどの前兆現象が発生する場合がある。
❹土石流が発生する

土石流は谷から押し流された大きな石や土砂によって、一瞬のうちに人家や畑な
どを壊滅させてしまう。

（青枠内）
土石流の流れ方
土石流は、大きな岩を先頭に、町の中を走る自動車と同じくらいのスピード（時速40

～50キロメートル）で、谷をけずりながら流れ下ります。谷の通り道にある大きな岩
や大木をまきこんで大きくなり、谷の出口に来るとおうぎ形に広がります。やがて、こ
うばいがゆるやかになると止まりますが、土石流が止まったところには、たくさんの
岩や土砂が積もります。
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ガイドブック解説 P8-9



（左ページ）
がけ崩れ発生の仕組みです。
❷雨が降り始める（と）

雨水が地面にしみ込んでいく。
❸さらに、雨が降り続く（と）
斜面の地面が柔らかくなり、小石がぱらぱらと落ちる、斜面から水が噴き出す、地
鳴りがするなどの前兆現象が発生する場合がある。

❹斜面が崩れる
【がけ崩れの状況】がけ崩れは急激に斜面が崩れ落ちてくる。

（右ページ）
地すべり発生の仕組みです。
❷雨が降り始める（と）

地下水の過剰な供給により、地下水より上の地面が、たまった水の浮力で持ち上
げられる。
❸さらに、雨が降り続く（と）

雨水が地下水に流れ込んでいく。
❹地面がかたまりのまま、すべる
家や田畑や生えている木なども一緒に、地面が大きなかたまりのまま広い範囲に
わたって、すべり落ちていく。
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ガイドブック解説 P10-11
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ガイドブック解説 P12-13

大竹市内
新町川
三ッ石川

大膳川
惠川

大竹市内
小瀬川

大竹市内：大竹地区

河川の氾濫です。
外水氾濫と内水氾濫に分けられます。

●外水氾濫とは、
いわゆる「洪水」のことです。
左下は、小さな川の場合で、大竹市内では、新町川・三ッ石川・大膳川・惠川などが該当
します。
右下は、大きな川の場合で、小瀬川が該当します。小さな川に比べ、浸水深も大きく、大
きな被害の恐れがあります。
●内水氾濫とは、
豪雨によって流れなくなった下水が溢れ出す現象です。大竹市内では、大竹地区で毎
年発生しています。

15



（左ページ）
高潮
高潮とは、台風などにより海面の高さが平常時よりも高くなる現象です。
⇒ 大竹周辺では、玖波唐船浜～廿日市市宮浜が該当します。

発生しやすい３条件
１．台風が大竹の西側を北上⇒南から北へ強風
２．満潮時刻に台風が最接近
３．大潮の日に該当

（右ページ）
過去に広島県で起こった風水害です。
広島県では、頻繁に発生しています。
一方、大竹市の大規模災害は、
昭和２０年 枕崎台風・昭和２６年 ルース台風が最後であり、約７０年経験がありま
せん。
このため、大規模災害はめったに発生しないという考えに固執してしまい、「今回も
自分は大丈夫だろう」という楽観的思考（※）に陥りがちで、逃げ遅れの原因となり
やすい環境であることを自覚して下さい。
※この楽観的思考のことを「正常化バイアス」と言います。
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ガイドブック解説 P14-15

大竹市被害

大竹市
７０年間
大規模災害
の経験なし

広島県
風水害
頻繁に発生

発生しやすい３条件
１．台風が大竹の西側を北上

⇒南から北へ強風
２．満潮時刻に台風が最接近
３．大潮の日に該当

大竹周辺
玖波唐船浜
～廿日市市宮浜



このページは時間の関係で省略します。
各自で学習して下さい。
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ガイドブック解説 P16-17

各自で学習



このページは時間の関係で省略します。
各自で学習して下さい。
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ガイドブック解説 P18-19

各自で学習



（左ページ）
土砂災害（特別）警戒区域
土砂災害防止法に基づき指定
（ハザードマップ黄色）土砂災害警戒区域

⇒ 建物内：一部に人的被害、建物外：人的被害が発生
（ハザードマップ赤色）土砂災害特別警戒区域

⇒ 建物内外とも：人的被害発生
どちらも、建物内の避難は危険

⇒ レベル３・４における避難方法
垂直避難は×です。
立退き避難を行ってください。
避難方法については、後で詳しく解説します。
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省略

ガイドブック解説 P20-21

黄色：警戒区域
赤色：特別警戒区域
どちらも建物内危険
レベル３・４

×垂直避難
○立退き避難

建物内：一部に人的被害、建物外：人的被害発生

建物内外とも：人的被害発生
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休 憩

５分間休憩します。
換気をして下さい。
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差し替え分のガイドブックの23ページを開いてください。
「マイ・タイムラインをつくろう」のコーナーに入りますが、本日は作成を行わず、この
中の資料を用いて学習をしていきます。
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差替分
ガイドブック
２３ページ

ガイドブック解説 P22-23



ガイドブック２４－２５ページ
文字が多いので、要点のみ解説します。後でじっくり読んで下さい。

気象状況を確認する
（左ページ）台風が近づいているとき
● 強風や大雨を伴い、高潮を引き起こすこともあります。
● 経路は、予報と変わるので天気予報をこまめに確認しましょう。
（右ページ）避難のポイント
● 風が強くなる前に避難です。

（左ページ）大雨が長引くとき
● 梅雨前線、秋雨前線が同じ場所から動かないときや線状降水帯が発生したときは大きな

災害になります。
（右ページ）避難のポイント
● 早めに避難です。

（左ページ）短時間の急激な豪雨が発生するとき
● ゲリラ豪雨は１時間に50mm以上の非常に激しい雨が降ります。
（右ページ）避難のポイントに
● 避難の準備のための時間はほとんどありません。
● 自宅2階以上の山の反対側、または近くの頑丈な建物の上階へ垂直避難して下さい。
個の避難方法を屋内安全確保といいます。
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ガイドブック解説 P24-25

＝ 屋内安全確保



マイ・タイムラインをつくろう
（左ページ）
●「 ひろしまマイ・タイムライン」セットには、下記のものが入っています。

⇒すでにビデオでも紹介済みなので、ここでの解説は省略します。

（右ページ）
マイ・タイムラインをつくるために必要な２つのポイント
①ハザードマップを確認する

自分の身に起こりやすい災害のリスクがわかると、どの情報を入手すれば良い
か分かります。（P.28～29参照）

②避難情報や防災気象情報を確認する
気象情報や避難情報の意味や入手方法を確認しましょう。また、避難の準備や
開始のタイミングを決める目安となります。（P.30～31参照）

（右下）動画は、先程上映済みです。
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上映済み

ガイドブック解説 P26-27



【原稿微修正】
（左ページ）
①ハザードマップを確認する

まずは、マイ・タイムラインをつくるために必要な２つのポイントの１つ目を解説し
ます。

ハザードマップとは
● 被害が想定されるエリアや避難する場所などを表示した地図のことで、市町ごと

に作成されています。
● 土砂災害、洪水、高潮などによって被害が異なるので、ハザードマップは災害種

別ごとに確認しましょう。
⇒ 大竹市は、かつて印刷したものを配布していましたが、現在ではホームページ

上の公開のみとなっています。利用する場合は、画面を見るか印刷して利用し
ます。操作方法は後ほど解説します。

ハザードマップの入手方法
国土交通省のハザードマップは、このＱＲコードから入れます。
大竹市のハザードマップを解説します。
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課題作成時に各自検討

ガイドブック解説 P28-29

次ページ
大竹市ハザードマップ解説



大竹市ハザードマップ解説
ここからは、ガイドブックに記載されていない大竹市の情報を解説します。
スクリーンは、パソコンを使った場合で表示していますが、同様の情報は、タブレット
端末やスマホでも入手できます。

大竹市ホームページのＴＯＰページを表示したら、赤丸の位置にある「防災マップ」を
選択して下さい。
（防災マップとは「ハザードマップ」のことです）
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大竹市ハザードマップ解説

大竹市ホームページ（トップページ）

防災マップ
選択



① WEB版ハザードマップ(小瀬川洪水、土砂災害、地震、津波、高潮) 選択

② 「大雨に関するマップ」選択
なお、ここで別の選択をしても、マップ画面表示後に種類を切り替えることがで

きます。

③ 「土砂災害に関するマップ」を選択
なお、ここで別の選択をしても、マップ画面表示後に種類を切り替えることがで

きます。

④ 「同意する」選択

26
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①選択

大竹市ハザードマップ解説

②選択

③選択
③選択

④同意する
選択



土砂災害のハザードマップが表示されました。
① 画面上の「災害種類」をクリックすると、ハザードマップの種類を変更できます。
「凡例」は、パソコンで高解像度表示時に画面に同時表示されます。
表示されていない場合は、画面右上の「メニュー」をクリックし、選択して下さい。

画面には、土砂災害のための警戒区域・特別警戒区域及び付近の指定避難場所
が表示されます。
② 避難場所をクリックすると

その場所の情報を表示できます。
③ 警戒区域・特別警戒区域

赤色塗りつぶし：特別警戒区域
黄色塗りつぶし：警戒区域
赤枠：がけ崩れ
黒枠：土石流
紫枠：地すべり を意味します。

ここで最も大事なことですが
④ 自宅場所が色付きの場合

⇒ 災害の危険があります ⇒ 安全な場所へ避難して下さい。
どう行動すべきか：ガイドブックP40-41のフローチャートを参考にして下さい。
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大竹市ハザードマップ解説

土砂災害

②避難場所クリック

自宅場所が色付きの場合
⇒ 災害の危険あり
⇒ 安全な場所へ避難
参照先：ガイドブックP40-41

③ 警戒区域・特別警戒区域

④

①災害種類



小瀬川洪水災害のハザードマップです。
画面上の「洪水」を選択するだけで、ハザードマップの種類を変更できます。

一定の条件の下で大雨が降り，小瀬川の堤防が決壊し氾濫した場合の浸水区域と
浸水深を示したものです。
浸水の深さを色で示しています。
下から順に、0.5ｍ未満、0.5m以上、１ｍ以上、２ｍ以上、５ｍ以上です。
画面右下に、各浸水深を民家と比較したイメージ図を表示しています。
50cmは大人のひざの高さで、歩行できなくなる限界です。
２ｍは１階の軒下の高さです。
５ｍは２階の軒下の高さです。
避難を検討する際の参考として下さい。
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大竹市ハザードマップ解説

洪水災害

自宅場所が色付きの場合
どのように行動するか
⇒参照：ガイドブックP40-41
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大竹市ハザードマップ解説

①住所入力

住所検索機能

②検索結果
（マーク表示）

住所検索機能を説明します。
①に住所入力すると
②に該当場所が青いマークで表示されます。
自宅などを表示して使用して下さい。
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印刷方法を説明します。
印刷は２つの方法があります。

１つ目は、ハザードマップの印刷機能を使う方法です。
端末の状態により
① マップ印刷のボタンが表示されている場合⇒選択
② ①が表示されていない場合⇒「メニュー」選択⇒マップ印刷
③ 印刷方向の選択⇒印刷プレビュー
④ 端末の印刷機能を使って印刷実行

30

①

30

大竹市ハザードマップ解説

印刷方法１

②

端末の印刷機能
を使って
印刷実行

③

④

印刷メニューを
使う方法



２つ目の印刷方法は、プリントスクリーン等（画面のキャプチャー機能）を使う方法で
す。

① 端末の機能を使って、画面をキャプチャー
② パワーポイント・ワード・エクセル等に貼り付け
③ 印刷

どちらの方法でも構いません。
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大竹市ハザードマップ解説

印刷方法２ プリントスクリーン等（画面のキャプチャー機能）を使う方法

① 画面キャプチャー

②
パワーポイント
ワード
エクセル
等に貼り付け

③ 印刷



大竹市
避難情報解説

気象庁「警戒レベル○相当」（気象や河川の状況）
≠ 市町「警戒レベル○」（避難に関する情報）

市町

気象庁

発信者

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

32

ガイドブック解説 P30-31

ガイドブックに戻ります。３０-３１ページ
文字が多いので、要点のみ解説します。後で、じっくり読んで下さい。
（左画面）避難情報や防災気象情報を確認する

マイ・タイムラインをつくるために必要な２つのポイントの２つ目を解説します。
①【気象特別警報・警報・注意報】

この３つは右ページのオレンジ枠のところに当てはまり、上に行くほど重大です。
②【指定河川洪水予報】

上から順に洪水発生情報・危険情報・警戒情報・注意情報の４つに別れます。右ページの青
枠のところに当てはまり、上に行くほど重大です。
※ 小瀬川はこの情報を出すことになっています。

③【土砂災害警戒情報】
土砂災害の気象情報でもっと重大な状態で、これが発表されると、大竹市は即レベル４を発
令します。

（右ページ）表を解説します。
⇒④左右２つの表があります。

右側は、警戒レベル相当情報と呼ばれる気象庁の発表情報です。
左側は、警戒レベル情報です。

⑤発信者
レベル１～２は気象庁が発表する情報で自動的に決まります。
レベル３～５は右側の相当情報を基に市町が決定し発表します。

⑥ ここで重要なことですが、右側の「警戒レベル○相当」は気象や河川の状況であり、市町
が発令する「警戒レベル○」ではありません。

皆さんが避難すべきかどうかは左側で決まります。避難は総合的な判断なので、必ずしも
右側の気象や河川の状態とは一致しません。
最近では、Yahoo等の気象サービスが発達し、加入者には繰り返し「レベル３相当・４相
当」が連絡されますが、市町が発令する避難情報ではありませんので、慌てないで下さい。
過去２年の実績をみると、「レベル３相当」は市町の「レベル３」に比べ数倍多く出されてい
ました。

⑦ 大竹市の避難情報は次ページで解説します。 32



ガイドブックに記載されていない部分を解説します。
大竹市はレベル３～５を発表します。

発表手段は、①～⑥の６つです。
皆さんが利用可能な文字情報である「③防災メール・④ホームページ情報・⑤緊急
速報メール」は携帯電話・スマホ・パソコンで、⑥Ｌアラートは地上波テレビで入手可
能です。

33

大竹市 避難情報解説

33

大竹市が発表

避難
レベル

避難情報

５
緊急
安全確保

４ 避難指示

３
高齢者等
避難開始

大竹市 市民

発表手段

入手手段

聴
覚

固定
電話

携帯
電話

スマ
ホ

パソ
コン

地上波
テレビ

①防災
行政無線

（戸別受信機）
〇

②災害情報
テレホン
サービス

〇 〇 〇

③防災メール 〇 〇 〇

④ホームページ 〇 〇

⑤緊急速報メール

エリアメール
〇 〇

⑥Ｌアラート 〇

避難レベルの発表手段
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大竹市 避難情報解説

防災メールを
スマホで受信した場合

防災メールの内容をホームページで検索する手順

③ 防災メール

スクリーン左側は
防災メールをスマホで受信した場合の例です。

スクリーン右側は
防災メールの内容をホームページで検索する手順です。
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③ 防災メール

件名：警戒レベル３「高齢者等避難開始」
送信者：otake-city@raiden.ktaiwork.jp

本文：こちらは防災大竹市役所です。
〇〇のため、〇〇地区に対して、警戒レベル３高齢者等避難開始を発令します。〇〇地区にお
住まいの高齢者等、避難に時間のかかる方は避難を開始してください。また、避難する際は必
要な備蓄品等をもって避難しましょう。
開設する避難場所は〇〇地区の第１次及び第２次避難場所すべてです。

登録内容の変更・配信解除は次のリンク先にアクセスしてください。
https://raiden.ktaiwork.jp/service/otake-

city/register/update?aid=3309&uid=cfefc142479e1f36df05be17fdfc110d9ec7c277

件名：警戒レベル４「避難指示」
送信者：otake-city@raiden.ktaiwork.jp
本文：「緊急放送！ 緊急放送！ 警戒レベル４ 避難指示」

こちらは，防災大竹市役所です。
〇〇のため、〇〇地区に対して、警戒レベル４避難指示を発令します。〇〇地区にお住まいの
方は避難してください。また、避難する際は必要な備蓄品等をもって避難しましょう。
開設している避難場所は〇〇地区の第１次及び第２次避難場所すべてです。

登録内容の変更・配信解除は次のリンク先にアクセスしてください。
https://raiden.ktaiwork.jp/service/otake-

city/register/update?aid=3309&uid=cfefc142479e1f36df05be17fdfc110d9ec7c277

開設する
避難場所を
記載

対象地区
を記載

開設する
避難場所を
記載

対象地区
を記載

大竹市 避難情報解説

レベル３と４の発表事例を紹介します。
上段は、レベル３
下段は、レベル４です。

それぞれ、対象地区と開設する避難場所が記載されます。

35



電話会社
ドコモ
ａｕ

ソフトバンク

36

⑤ 緊急速報メール
エリアメール

（３）防災無線・防災メール

緊急速報メールとは
自治体が発令する「災害・避難情報」や気象庁が発令する「緊急地震速報」「津波警報」などを電
話会社のアンテナを使って市民の携帯電話やスマートフォン等に一斉に配信するサービスです。
（令和３年現在、ドコモ・ａｕ・ソフトバンクの電波を受信可能な端末は、自動的に受信される仕組み
となっています。）

災害
発生

地震発生

津波発生

自治体

気象庁

対象エリア

対象エリア外

災害・避難情報（作成・配信）

緊急地震速報（自動送信）

津波警報（自動送信）
携帯電話

スマホ

← au、ソフトバンク

← ドコモ

⑤ 緊急速報メール・エリアメールの解説です。
自治体が発令する災害・避難情報や気象庁が発令する「速報・警報」などを、電話
会社が対象エリアのアンテナを使って携帯電話やスマホに自動送信する仕組みで
す。

36
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（３）防災無線・防災メール ⑥Ｌアラート

⑥ Ｌアラートの解説です。

Ｌアラートとは、市町が発令した災害・避難情報をテレビなどを通じて伝達するシステ
ムです。

37
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⑥Ｌアラート （地上波テレビ）

朝日放送系
の例

ＮＨＫの例

地上波テレビでの表示例です。
最近、大雨のたびに表示されるので、見覚えがあるかと思います。
Ｌ型に文字エリアが入るので、Ｌ字放送と呼ばれています。
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第２回講習で実施

指定避難場所解説

課題作成時に各自検討

ガイドブック解説 P32-33

ガイドブックに戻ります。P32-33

（左ページ） 次回の第２回講習で実施します。
（右ページ）
１避難先を記入する。
⇒実際の記入は次回の講習で行います、本日は避難先について解説します。
（中段のオレンジ枠）
●避難先は、市町が決めている「指定緊急避難場所」に避難することだけで

はなく、安全な親戚や知人の家などに避難するのも有効です。
●「指定緊急避難場所」にこだわらない、避難先を複数確保しましょう。
●避難場所での滞在がイメージできるよう避難場所の設備や環境を確認して

おきましょう。
⇒ 赤下線部は、このあと解説します。
⇒ 青下線部は、課題作成時に各自検討して下さい。
⇒ 現在、コロナ禍にあって、避難先での密状態を緩和するため、複数の避

難先を確保しておくことが重要です。
● ハザードマップなどを⾒て、被害のおそれがある場所や低い場所などを避

けて、できるだけ安全に移動できる避難ルートを決めましょう。
● できるだけ複数の避難ルートを決めておきましょう
※指定緊急避難場所

災害種別ごとに切迫した災害の危険から逃れるための施設または場所。
※指定緊急避難場所は、ハザードマップや市町のホームページなどから確認

することができます。
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大竹市 指定避難場所解説

別添資料参照

市の管理する
緊急避難場所

他機関及び地域
で管理する
避難場所

大竹市の指定避難場所を解説します。
お手元の資料をご覧下さい。Ａ３サイズの両面印刷になっております。
コイちゃんマークのない側を開いて下さい。

この資料は、「大竹市緊急避難場所・指定避難所一覧」です。
（左ページ）
赤枠で囲んだ部分が、【市の管理する避難場所】です。

（右ページ）
青枠で囲んだ部分が、【他機関及び地域で管理する避難場所】です。
大雨や台風の時、みなさんが最初に利用できる公共の避難場所は、この中からの
選択となります。

40
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大竹市 指定避難場所解説 市の管理する緊急避難場所

【表の見方】
○：安全に避難できます。
✕：避難所として開設しません。
2階以上：２階より上へ避難してください

開設のタイミング
自主避難者対応（レベル２以上）
⇒総合市民会館（開設時間のみ）

市役所（24時間）
避難場所開設開始（レベル３）
⇒対象施設
（コロナ禍）

第１・第２次避難場所を同時開設
（通常）

第１次避難場所優先
状況により第２次を開設

※ 必要な地区のみに限定

ペット同伴対応
総合市民会館・大竹会館
※詳しくは、次ページで

赤枠【市の管理する緊急避難場所】について解説します。

上側が、第１次避難場所：◆市に災害対策本部が設置されたと同時に開設
下側が、第２次避難場所：◆災害の状況や規模に応じて順次開設です。

緑枠 【表の見方】記号の意味は次のとおりです。
○：安全に避難できます。
✕：避難所として開設しません。
２階以上：２階以上へ避難してください。
災害の種類によって、利用ができない施設や、２階以上限定等の条件があります。

右の赤枠「開設のタイミング」を説明します。
自主避難者の対応は、総合市民会館（開設時間のみ）・市役所（24時間）が行い
ます。

レベル３（開設開始）の対応は、
（コロナ禍）第１・第２次避難場所同時開設で対応中
（通常） 第１次避難場所を優先、状況により第２次を開設しています。
なお、開設するのは必要な地区のみに限定しています。
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大竹市 指定避難場所解説 他機関及び地域で管理する避難場所

青枠【他機関及び地域で管理する避難場所】について解説します。
他の団体や地域の自治会，自主防災組織などで運営する避難場所。（他機関や自
治会等地域の判断または市の要請で開設する避難場所であるため，市の職員は配
置しません）

42



43

警戒レベル 警戒レベル３

障害のある方は
レベル３で避難開始

ガイドブック解説 P34-35

避難情報

気象情報

必要な
情報

大雨洪水警報
早めに・多めに発令
≠ 警戒レベル３

ガイドブックに戻ります。 P34-35

避難情報や気象情報から避難のタイミングを考える
（左ページ）
避難情報
● 最も重要な情報は、市町が発令する避難情報です。
● 赤い線で囲まれた気象情報が発表された場合、市町から、状況に合わせて避難
情報が発令されます。

（黒枠）「※ たとえ避難情報が発令されていなくても、同じ赤い線で囲まれた気象
情報が出たら、避難を検討してください。」と記載されていますが

⇒この意味は、「避難すべき警戒レベルが発令されたら、いつでも避難が開始で
きるよう準備を整えて下さい。」ということです。

⇒ただし、大雨・洪水警報は、気象台が警戒を呼びかけるために発表しているの
で、市町が避難のために発表する「警戒レベル３」に比べ、「早めに」「多めに」
発令される傾向があります。

⇒したがって、「大雨・洪水警報」がすべて「警戒レベル３」と一致するわけではな
いこともご理解下さい。

● 避難情報や気象情報をもとに、避難の準備や開始のタイミングを考えてみま
しょう。

中段の表を御覧ください。
上から順に、警戒レベル、避難情報、防災気象情報、必要な情報となります。

赤枠のところ「警戒レベル３」 避難情報は、高齢者等避難と記載されています。

「高齢者等」とは、「避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある方、乳幼児な
ど）とその支援者」のことです。

皆さんもレベル３で避難を開始して下さい。
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第２回講習で実施

ガイドブック解説 P36-37

ガイドブック P36-37

第２回講習で実施します。
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省略（音声のみの情報）

ガイドブック解説 P38-39

ガイドブック P38-39

避難への備えや家族との連絡方法を考える
（左ページ）
● 避難する前に、必要なものを考えてみましょう。
● 避難する際に持っていく非常持出品は、避難時にすぐ持ち出せるように
リュックのような両手が使えて持ちやすいバッグに詰め、寝る場所の近くや
玄関先に置いておきましょう。
● 非常時に一人が持ち出せる量は限られています。飲食物、救急用品、貴重品な
ど、最初の１日をしのぐために必要なものを用意しましょう。
● 家族構成を考えて必要なもの、数を用意することも大切です。
● いざという時のために、どういう方法で家族と連絡をとるか、家族と話し合って決
めておきましょう。
● 避難の必要がない人も、水道や電気などのライフラインの寸断に備えて、必要な
ものを備蓄しておきましょう。
● 避難先での感染症予防として、マスクやアルコール消毒液、体温計などを用意し
ておきましょう。

下の災害用伝言ダイヤルについては、音声のみの情報となりますので省略します。

（右ページ）
非常時持ち出しグッズ一覧
ここには、標準的な持ち物が記載されています。
この表を参考に、自分に必要なものを考えてみて下さい。
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ガイドブック解説 P40-41

① ② ④

⑨

③

⑤

⑥

⑦ ⑧

対応は自己責任
令和3年度～
国ガイドライン：不認可

ガイドブック P40-41 避難行動判定フローを確認する
今から表を追いかけていきます。
① ハザードマップで自分の家がどこにあるか確認し、印をつけてみましょう。
② 家がある場所に色が塗られていますか？

洪水災害の場合、浸水深によって避難の仕方が異なります。
土砂災害の場合、黄色・赤色とも色付きのところから外に逃げて下さい。

「いいえ」の場合、避難の必要はありませんが、
③ 色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や崖のそばなどに住んでいる場合は、

市町からの避難情報を参考に必要な時は、避難してください。
「はい」の場合
④ 災害の危険があるので、自宅ではなく安全な場所への避難が必要です。
⑤ 自分または一緒に避難する方は避難に時間がかかりますか？
⇒避難先で十分な意思疎通を図るため、余裕を持った行動が必要です。みなさんは「はい」

を選択してください。
⑥ 安全な場所に住んでいてお世話になることができる親せきや知り合いの人はいますか？

「はい」の人は
⑦ 警戒レベル３が出たら、安全な親せきや知り合いの家に避難しましょう（日頃から相談し

ておきましょう）。
「いいえ」の人は

⑧ 警戒レベル３が出たら、市町が指定している指定緊急避難場所に避難しましょう。
⇒しかしながら、⑦と⑧は状況に応じて選べるよう、できるだけ両方を用意しましょう。
⑨ ④の例外事項です。

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒れたり、崩れたりしてしまうおそれがない区域である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、水・食糧などの備えが十分にある場合は自宅に
残り安全確保することも可能です。

赤枠内に「※土砂災害の危険があっても、十分頑丈なマンションなどの上の階に住んでい
る場合は自宅に残り安全確保することも可能です。」と記載されていますが、この対応は、
自己責任でお願いします。令和３年に改正された国のガイドラインで、この避難方法は認
められていません。
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避難行動の解説

避難レベル
（避難情報）

危険な場所
からの
避難区分

適 用

土砂 洪水 高潮 津波

警戒
区域

浸水
区域

浸水
区域

浸水
区域

レベル５
(緊急安全確保)

緊急安全確保 △ △ △ △

-------レベル４の間に必ず避難を完了する---------

レ
ベ
ル
３

(

高
齢
者
等

避
難)

レ
ベ
ル
４

(

避
難
指
示)

屋内安全確保 ✕ ◯
※条件付

◯
※条件付

△

立退き避難 ◯ ◯ ◯ ◯

記号の説明 ◯：望ましい行動
△：状況により避難者自身が判断
✕：危険・避けるべき行動

※ 条件付：後述する
「３つの条件を満たす
必要がある」

令和３年変更点
ガイドライン解説

ここで、避難行動について解説します。
令和３年度の避難情報変更により、避難行動のあり方が明確になりました。

この表は、避難行動のあり方を、避難レベル・災害種類ごとに整理したものです。
左側、縦軸は避難レベル・避難情報・避難区分
上側、横軸は、災害の種類と適用区域
下部、記号の説明です。
○：望ましい行動
△：状況により避難者自身が判断
×：危険・避けるべき行動
※：条件付き
を意味します。

危険な場所からの避難区分は、下から順に
立退き避難、屋内安全確保、緊急安全確保です。
立退き避難とは、その場や建物を離れて安全な場所に水平避難することです。
屋内安全確保とは、建物内の安全な階に留まる、又は安全な上層階に移動するこ
とです。※印の条件付きとなります。
緊急安全確保とは、急激な災害発生に避難が間に合わなかった場合の緊急対策で
す。あくまで、応急処置なので、はじめから期待しないようにしてください。
細部は、この後のページで更に詳しい解説を載せておきましたので、後で読んでくだ
さい。

特に、強調しておきたいのは、赤文字のところです。
土砂災害では、自宅内の垂直避難で逃げると言う人がいますが、ハザードマップで
黄色・赤色どちらかの範囲は、建物内も危険なので、残らずに立退き避難をしてくだ
さい。
また、洪水・高潮では、屋内安全確保ができますが、後述する３つの条件を満たす
必要があります。
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複数の
避難先
の確保

について
立退き避難

屋内安全確保

① ②

③

複数の避難先の確保について
先ほど解説したように
避難には、立退き避難・屋内安全確保の２つがあります。
立退き避難先は
①行政が指定した避難場所
②安全な親戚・知人宅
③安全なホテル・旅館
の３つに別れます。
状況に応じて柔軟な避難ができるよう、複数の避難先を用意してください。
頑丈なマンションなどの上層階にお住みの方は、自宅で屋内安全確保ができます
が、同時に親戚や知人の避難を受け入れることを検討してください。
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令和３年変更点・ガイドライン解説 各自で学習出典：内閣府ガイドライン

立退き避難の解説です、後で読んでください。
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令和３年変更点・ガイドライン解説

出典：内閣府ガイドライン

各自で学習

屋内安全確保の解説です、後で読んでください。
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令和３年変更点・ガイドライン解説

３つの条件（屋内安全確保）

出典：内閣府ガイドライン

⇒ 後で実例表示 ⇒ 後で実例表示

洪水や高潮に対して、屋内安全確保を行う上での３つの条件です。
① 家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていないこと。

この区域内は、建物や地面が根こそぎえぐられる危険があります。
⇒ 後のページで実例表示します。

② 浸水深より居室が高いこと
ハザードマップの浸水深と自宅を比較してください。

③ 水が引くまで我慢でき、水・食料などの備えが十分であること。
⇒ 後のページで実例表示します。
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令和３年変更点・ガイドライン解説

① 家屋倒壊等氾濫想定区域

出典：国交省国土地理院（重ねるハザードマップ）

赤色の範囲が家屋倒壊等氾濫想定区域です。
出典は、国交省のハザードマップです。
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令和３年変更点・ガイドライン解説

③ 浸水継続時間

出典：国交省国土地理院（重ねるハザードマップ）

浸水継続時間の実例です。
市内の一部には、１日を超える黄色の区域があります。
出典は、国交省のハザードマップです。
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令和３年変更点・ガイドライン解説 各自で学習

出典：内閣府ガイドライン

緊急安全確保の解説です、後で読んでください。
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省略

フローチャート⑨例外事項の図式解説

55

ガイドブック解説 P42-43

ガイドブック P42-43

（左ページ）
先に解説した大竹市の説明と競合しますので、省略します。

（右ページ）
この図は、前のページ（フローチャート）の「⑨例外条件」を図式で解説したものです。
後ほど御覧ください。

ハザードマップは、読み解くことが重要です。
機械的に見るのではなく、必要な情報を引き出す力を養って下さい。
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ガイドブック解説 P44-45

ガイドブック P44-45

マイ・タイムラインの使用時の注意点

（左ページ）
● 台風や大雨は自然現象であり、マイ・タイムラインがあれば常に安全ということで

はなく、マイ・タイムラインで想定したとおりに進行するとは限りません。マイ・タイ
ムラインを作成すると、自分と家族がとるべき防災行動の「タイミング」が明確に
なりますが、注意点もあります。

● マイ・タイムライン上の時間は、時計のように進むわけではありません。例えば、
タイムライン上で氾濫発生の3時間前となっていても、雨の降りかたが予想と異な
ることで、結果として氾濫が予想よりも早まることも氾濫しないこともあります。そ
のため、実際、マイ・タイムラインを使用する際には、次のことをふまえて行動して
ください。

１ あくまで行動の目安として認識する。

２ 気象警報や避難情報などをこまめに収集・確認する。

３ 収集・確認した情報をもとに、マイ・タイムラインを参考にして、臨機応変に防災
行動の実行を判断する。

以上でガイドブックの解説を終わります。
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休 憩

５分間休憩します。
換気をして下さい。
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課題解説別添資料参照

課題作成の目的

１ 復習による基礎知識の定着
２ マイ・タイムライン作成に必要な情

報の整理

到達目標

１ 「マイ・タイムライン」作成に必要な
情報を自力で導出できる。

２ 迅速な避難をする上での問題点
（解決すべき課題）を導出できる。

課題解説に移ります。
配布資料を開いて下さい。

これまで学習した知識をもとに、自宅で作成して下さい。
提出期限は、次回講習時（持参）です。

課題作成の目的は、
１ 復習による基礎知識の定着
２ マイ・タイムライン作成に必要な情報の整理
です。

到達目標は、
１ 「マイ・タイムライン」作成に必要な情報を自力で導出できる。
２ 迅速な避難をする上での問題点（解決すべき課題）を導出できる。
です。

この課題を克服することで、みなさんの防災の基礎力が定着します。
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課題解説

実演

実演

番号１ 居住地のハザードマップを印刷をして下さい。
⇒ 後ほど、実演します。

番号２ ハザードマップ上であなたの自宅はどんな区分ですか？
土砂災害

□赤色：特別警戒区域内
□黄色：警戒区域内
□色はついてない

洪水災害
□色付き：浸水想定区域内
□色はついてない

⇒ 後ほど、実演します。

59



60

課題解説

番号 課 題 回答記入欄

３

あなたが避難できる場所を災害

毎に３つ考えて下さい。

考慮すること

１：危険のない場所から選ぶ

２：できるだけ知人・親戚宅と公

共の避難場所それぞれを選

ぶ。自宅又は自宅近傍でとっ

さに避難できる場所も入れる。

土砂災害時の避難先

①（ ）

②（ ）

③（ ）

洪水災害時の避難先

①（ ）

②（ ）

③（ ）

４ 避 難 す る タイ ミン グ は 何 で す
か？

避難開始するタイミングに☑

警戒レベル □２ □３ □４

５
同行者はどなたですか？
（避難先でコミュニケーションをと
るために同行者が必要です）

避難する際の同行者は（ ）です。

６ 避難開始時に持ち出す荷物は
何ですか？

避難時に持ち出す荷物

（ ）

７ 避難開始までにすべきことは何
ですか？

避難開始までにすべきこと

（ ）

実演

番号３ あなたが避難できる場所を災害毎に３つ考えて下さい。

考慮すること

１：危険のない場所から選ぶ

２：できるだけ知人・親戚宅と公共の避難場所それぞれを選ぶ。自宅又は自

宅近傍でとっさに避難できる場所も入れる

土砂災害時の避難先

①（ ）

②（ ）

③（ ）

洪水災害時の避難先

①（ ）

②（ ）

③（ ）

⇒ 後ほど、実演します。

番号４ 避難するタイミングは何ですか？

番号５ 同行者はどなたですか？（避難先でコミュニケーションをとるために同行者

が必要です）

番号６ 避難開始時に持ち出す荷物は何ですか？

番号７ 避難開始までにすべきことは何ですか？
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振り返り
質疑応答

振り返りを行います。（プログラム表示）
質疑応答を行います。
質問のある方はいらっしゃいますか？
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本日終了
お疲れさまでした。

本日の講習はこれにて終了します。
お疲れさまでした。
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